
『絵
本
平
泉
実
記
』
の
典
拠

作
品
の
典
拠
を
探
す
こ
と
の
意
味
は
、
第

一
に
は
そ
の
典
拠
と
の

差
か
ら
作
品
分
析
を
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
確
か
に
文
学
研

究
の
一
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
作
者
中
心
の
考
え
方
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
作
品
は
、
典
拠
な
ど
を
使
用
し
構
成
し
た

作
者
の
功
績
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
も
の
、
と
い
う
見
方
か
ら
き
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
作
者
は
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
た
め

の

一
部
品
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
方
も
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
特

に
、
商
業
出
版
が
栄
え
、
ま
た
写
本
の
商
業
的
流
通
が
盛
ん
に
行
わ

れ
た
近
世
と
い
う
時
代
の
文
学
を
考
え
る
上
で
は
、
有
効
な
視
点
か

と
も
思
え
る
。
例
え
ば
草
双
紙
の
場
合
、
作
者
が
中
心
に
な
っ
て
画

師
に
指
示
を
出
し
な
が
ら
作
品
を
作

っ
て
い
く
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ

る
が
、
書
騨
が
当
時
の
流
行
を
考
え
な
が
ら
作
者
や
画
師
に
指
示
を

出
し
て
生
ま
れ
る
作
品
も
あ
る
。
ま
た
、
絵
本
も
の
の
読
本
の
場
合
、

作
者
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
名
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
は
実
録
、
通

俗
軍
書
な
ど
既
成
作
品
か
ら
の
丸
取
り
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
作
品
に
お
い
て
は
、
作
者
中
心
の
作
品
評
価
と
い
う
方
法
が

取
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
視
点
か
ら
典
拠
探
し
を
す
る
こ
と
は
、
作
者
の
功
績
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
文
学
史
を
考
え
る
と
い
う
面
に
繁
が
っ
て
く
る
。

一
つ
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
先
行
作
品
が

あ
り
、
文
化
背
景
が
あ
り
、
そ
の
上
で
作
者

（あ
る
い
は
書
騨
、
画

師
な
ど
も
含
め
て
）
が
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
し
た
か
、
を
考
え
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

近
世
文
学
史
を
考
え
る
上
で
こ
れ
ま
で
に
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
部

分
の
一
つ
と
し
て
、
実
録
や
通
俗
軍
書
な
ど
、
貸
本
屋
等
で
流
通
し

た
写
本
群
が
あ
る
。
以
前
拙
稿
で
、
通
俗
軍
書
の
一
つ

『鎌
倉
見
聞

志
』
に
着
目
し
、
こ
の
作
品
が
日
記
体
偽
書
の
写
本

『扶
桑
見
聞
私

記
』
や
馬
場
信
意
作
の
通
俗
軍
書
刊
本

『武
徳
鎌
倉
旧
記
』
『鎌
倉

繁
栄
広
記
』
か
ら
作
ら
れ
、
ま
た
、
こ
つ
浄
品
が
読
本
や
草
双
紙
の

典
拠
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
考
察
し
た
。
本
稿
で
は
、
絵
本
も
の

読
本

『絵
本
平
泉
実
記
』
の
典
拠
と
し
て
、
『鎌
倉
見
聞
志
』
と
も

関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
通
俗
軍
書
写
本

『奥
州
征
伐
記
』
翁
東

毅
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実
記
』
の
一
部
）
を
指
摘
し
、
通
俗
軍
書
か
ら
読
本

へ
の
流
れ
を
確

認
し
、
ま
た
通
俗
軍
書
写
本
の
文
学
史
的
位
置
を
検
証
し
た
い
。

一
　

『東
実
記
』

『奥
州
征
伐
記
』

に

つ
い
て

最
初
に

『東
実
記
』
と

『奥
州
征
伐
記
』
と
い
う
作
品
に
つ
い
て

解
説
し
よ
う
。

現
在
ま
で
に
所
在
が
確
認
で
き
た
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

■

『東
実
記
』

①
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本

（『東
実
記
大
全
ラ

初
編
三
十
巻
十
冊
、
二
編
三
十
巻
十
冊
、
三
編
三
十
巻
十
冊
、
四
編
二

十
巻
十
冊
。

②
函
館
市
立
図
書
館
所
蔵
本

（『東
実
記
』
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）

前
編
存
二
十
二
巻

（巻
五
・
十
八
～
二
十
四
欠
）

後
編
存
二
十
四
巻

（巻

一
・
二
・
五
・
九

・
十

・
十
四
欠
）

③
群
馬
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本

（国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
に
よ
る
）

初
編
存

一
巻

（存
巻

一
）

④
架
蔵
本

初
編
三
十
巻
十
五
冊
。

■

『奥
州
征
伐
記
』

⑤
斎
藤
報
恩
会
所
蔵
本

（国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
本
に
よ
る
）

二
十
五
巻
十
冊
。

⑥
静
岡
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本

（原
家
旧
蔵
本
）
《未
見
》

目
録
に
よ
れ
ば
二
十
五
巻
五
冊
。
嘉
永
四
年
写
。

⑦
架
蔵
本

十
巻
十
冊
。
文
政
十
年
写
。

『東
実
記
』
で
内
容
的
に
揃

っ
て
い
る
も
の
は
①
の
書
陵
部
本
で

あ
る
。
こ
の
内
容
は
、
元
暦
元
年

（
一
一
八
四
）
頼
朝
挙
兵
か
ら
源

平
の
争
い
、
平
家
滅
亡
、
奥
州
平
泉
征
伐
と
描
か
れ
、
最
後
に
曽
我

兄
弟
の
諄
の
発
端
に
景
清
の
諄
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
『鎌
倉
見
聞
志
』
に
連
続
す
る
直
前
の
世
界
を
描
い
て
い
る

作
品
な
の
で
あ
る
。
①
は
初
編
か
ら
四
編
ま
で
の
形
を
取
る
が
、
各

編
の
切
れ
目
に
一
買
性
が
な
く
、
編
毎
の
ま
と
ま
り
は
悪
い
。
初
編

の
序
文
を
欠
く
こ
と
や
、
現
存
の
状
態
か
ら
見
て
、
書
写
年
次
は
比

較
的
新
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
の
函
館
本
、
③
の
群
大
本
に
は
序
文
が
あ
る
。
序
者
の
署
名
は

な
い
が
、
そ
こ
に
は

「大
江
広
元
見
聞
集
、
今
川
了
俊
武
盛
録
に
も

と
づ
き
実
録
を
挙
て
枝
葉
を
捨
て
」
て
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

る
。
『今
川
了
俊
武
盛
録
』
の
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
未
だ
確
定

で
き
な
い
が
、
『大
江
広
元
見
聞
集
』
は
、
『鎌
倉
見
聞
志
』
に
も
使

用
さ
れ
た

『大
江
広
元
日
記
』
す
な
わ
ち

『扶
桑
見
聞
私
記
』
の
こ

と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
『東
実
記
』
の
作
者
が
、
『鎌

倉
見
聞
志
』
作
者
と
同
じ
龍
児
軒
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。
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②
の
前
編
巻
三
十
奥
付
に
は

「東
実
記
後
編
　
一二
十
冊
／
鎌
倉
見

聞
志
　
廿
五
冊
／
　
同
　
後
　
廿
五
冊
／
同
　
和
田
軍
記
也
　
廿
五

冊
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
『東
実
記
』
『鎌
倉
見
聞
志
』
『英
雄
義
秀

伝
』
が
連
続
す
る
姉
妹
編
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
広
告
書
き
で
あ
ろ
う
。

初
編
巻

一
の
み
の
③
に
は
、
惣
目
録

（初
編
の
み
の
も
の
）
の
後

に
「初
編
　
一二
拾
冊
／
後
編
　
弐
拾
五
冊
／
残
編
　
拾
冊
」
と
あ
る
。

②
と
③
を
照
ら
し
合
わ
せ
推
定
す
る
に
、
②
の
前
編
は
③
の
初
編
に

相
当
し
、
ま
た
②
の
後
編
巻

一
～
二
十
四
中
が
③
の
後
編
に
、
②
の

後
編
巻
二
十
四
中
～
三
十
が
③
の
残
編
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

『東
実
記
』
の
中
か
ら
平
泉
征
伐
の
諄
が
独
立
し
た
も
の
が

『奥

州
征
伐
記
』
で
あ
る
。
⑥
の
静
大
本
は
未
見
だ
が
、
④
の
斎
藤
報
恩

会
本
と
⑤
の
架
蔵
本
は
巻
数
こ
そ
違
え
内
容
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。

『東
実
記
』
各
本
と
比
較
す
る
に
、
①
の
二
編
巻
二
十
七
か
ら
四
編

巻
九
ま
で
、
②
の
後
編
巻

一
か
ら
巻
二
十
四
途
中
ま
で
、
③
の
後
編

全
て
、
に
相
当
す
る
。
現
在
ま
で
の
資
料
か
ら
推
定
す
る
に
、
ま
ず

『東
実
記
』
が
②
の
よ
う
な
形
で
成
り
、
内
容
上
後
編
が
③
の
よ
う

に
奥
州
征
伐
部
分
と
残
編
と
に
分
か
れ
る
形
と
な
り
、
そ
の
後
奥
州

征
伐
部
分
が
独
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
一

『絵
本
平
泉
実
記
』
と

『平
泉
実
記
』
『奥
州
征
伐
記
』

『絵
本
平
泉
実
記
』
は
前
編
文
政
四
年
刊
、
後
編
同
五
年
刊
の
い

わ
ゆ
る

「絵
本
も
の
読
本
」
で
あ
る
。
作
者

・
画
師
は
こ
の
ジ
ャ
ン

ル
の
代
表
的
存
在
と
も
言
え
る
速
水
春
暁
斎
。
角
書
に
「鎌
倉
外
伝
」

と
の
記
述
を
持
つ
。

絵
本
も
の
読
本
は
、
そ
の
典
拠
の
多
く
を
実
録
や
通
俗
軍
書
か
ら

取
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
八
年
に
刊
行
さ
れ
た

『福
島
県
史
料
集
成
』

第
五
輯
に
は

『絵
本
平
泉
実
記
』
の
粉
本
が

『平
泉
実
記
』
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
横
山
邦
治
氏
も

『読
本
の
研
究
』
の
中
で
同
見
解

を
示
し
て
い
る
。
『平
泉
実
記
』
は
大
本
五
巻
、
相
原
友
直
作
の
宝

暦
三
年
刊
本
。
そ
の
序
文
に
は

「東
鑑
者
、
実
録
也
、
可
以
鑑
焉
、

可
以
証
焉
、
近
世
坊
中
、
所
梓
布
之
埜
史
、
虚
実
混
清
者
、
為
彼
書

不
能
採
其
醜
也
、
豊
不
爽
快
子
」
「不
如
読
東
鑑
」
と
あ
る
よ
う
に

『東
鑑
』
を
規
範
と
し
て
事
実
を
記
す
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
文
中
に
は
、
そ
の
他

『源
平
盛
衰
記
』
『義
経
記
』
『平
治
物

語
』
な
ど
を
参
照
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の

一
方
、
「或

説
日
」
「近
代
出
ル
所
ノ
諸
書
」
の
説
を
挙
げ
、
「接
ス
ル
ニ
」
の
形

で
否
定
し
て
い
る
が
、
友
直
の
執
筆
し
た

『平
泉
雑
記
』
に
載
る

『鎌
倉
実
記
』
『義
経
勲
功
記
』
な
ど
を
指
し
て
の
評
で
あ
ろ
う
。

確
か
に

『絵
本
平
泉
実
記
』
は

『平
泉
実
記
』
を
典
拠
と
し
て
使

用
し
て
い
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
『平
泉
実
記
』
巻
頭
に
挙
げ
ら
れ

た
奥
州
藤
原
家
の
系
図

（図
１
）
が
、
『絵
本
平
泉
実
記
』
で
も
そ

の
ま
ま
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

（図
２
）
こ
と
か
ら
も
容
易
に
納
得

で
き
る
。
本
文
に
も
、
明
ら
か
な
引
用
箇
所
や
類
似
箇
所
が
多
く
存

在
す
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
、
友
直
の
私
見
が
そ
の
ま
ま
転
用
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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評
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１
１
１
ト
Ｉ
Ｌ

『平泉実記』(刈谷市立中央図書館 (村上文庫)所 蔵本)

ズ
文
治
三
年
四
月
十
五
日
鎌
倉
勢
が
奥
州
征
伐
に
出
向
き
、
義
経

・秀
衡
連
合
軍
に
破
れ
引
き
返
し
た
、
と
い
う
説
に
対
し
て
）
接
エ

如
此
三
十
六
万
騎
ノ
大
軍
ヲ
発
ス
ル
事
小
事
二
非
ズ
。
何
ゾ
是

ヲ
東
鑑
工
漏
シ
テ
載
セ
ザ
ル
ヤ
。
且
ツ
一
戦
二
利
ア
ラ
ザ
ル
ニ

依
テ
大
軍
ヲ
空
ク
引
退
ク
事
、
頼
朝
豊
如
此
軽
率
ノ
軍
法
ヲ
ナ

サ
ン
ヤ
。
其
誕
妄
ナ
ル
事
論
ズ
ル
ニ
不
足

翁
平
泉
実
記
』
巻
一
・

源
義
経
最
期
　
並
秀
衡
病
死
　
附
義
経
履
歴
ニ

「接
ず
る
に
頼
朝
卿
三
十
六
万
騎
の
大
軍
を
発
す
る
こ
と
小
事

に
あ
ら
ず
。
何
ぞ
東
鑑
こ
れ
を
漏
し
て
載
ざ
る
や
。
且

一
戦
に

利
あ
ら
ざ
る
に
依
て
、
大
軍
を
空
く
引
退
く
事
、
鎌
倉
殿
豊
か

く
の
ご
と
き
軽
率
の
軍
法
を
な
し
給
ん
や
。
妄
誕
な
る
事
知
べ

し

（『絵
本
平
泉
実
記
』
巻
二
・
鎌
倉
殿
秀
衡
入
道
之
動
静
を
探
聞

る
事
江

太
日
丹
岩

掟
代
水
叫

筑
Ａ
希
岩

本
吉
霜
者

出
ね
や
張
貨

園
狩

轟
式
女
争

狩
銀
範
伊
軍

患
符

長
・”キ

高
特

図2 『 絵本平泉実記』(架蔵本)
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し
か
し
、
『絵
本
平
泉
実
記
』
は

『平
泉
実
記
』
だ
け
で
成
り
立
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
『平
泉
実
記
』
は
五
巻
本
だ
が
、
そ
の
内
、

義
経
の
事
蹟
や
、
ま
た
源
頼
義

・
義
家
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
賊
徒
征

伐
諄
な
ど
に
も
紙
面
を
割
い
て
い
る
た
め
、
実
際
の
平
泉
征
伐
諄
は

正
味
三
巻
分
く
ら
い
で
あ
る
。
半
紙
本
と
は
い
え
、
『絵
本
平
泉
実

記
』
の
十
二
巻
に
は
分
量
的
に
も
相
当
し
な
い
。
前
述
の
よ
う
に

『平
泉
実
記
』
は
俗
説
を
排
す
る
方
向
で
執
筆
さ
れ
て
い
く
が
、

『絵
本
平
泉
実
記
』
は
俗
説
を
大
事
に
し
て
、
読
者
の
気
を
引
く
よ

う
な
筋
に
仕
立
て
て
い
る
。
要
す
る
に

『絵
本
平
泉
実
記
』
は
、　
一

諄
初
作
品
を
元
に

「絵
本
化
」
し
た
読
本
で
は
な
く
、
複
数
の
典

拠
の
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
の
典
拠
の
一
つ
に
は

『奥
州
征
伐
記
』
（正
確
に
は

ヨ
東
実
記
』

の
中
の

『奥
州
征
伐
記
』
部
分
」
と
記
す
べ
き
だ
が
、
便
宜
上

『奥
州
征

伐
記
』
と
す
る
）
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
表
１
に
示
し
た
と
お
り
、

そ
の
影
響
は

『平
泉
実
記
』
と
比
べ
て
も
少
な
く
な
い
。
む
し
ろ
、

人
物
の
性
格
な
ど
は

『奥
州
征
伐
記
』
の
も
の
を
借
り
て
い
る
。

『奥
州
征
伐
記
』
と

『絵
本
平
泉
実
記
』
の
関
係
を
確
認
し
て
み

よ
う
。
『奥
州
征
伐
記
』
は
義
経
に
対
し
て
か
な
り
批
判
的
で
あ
る
。

頼
朝
と
の
不
和
の
原
因
を

「君
に
は
鎌
倉
殿
と
御
中
不
和
に
成
ら
せ
玉
ふ
其
根
元
は
西
国

に
て
女
院
を
犯
し
給
ふ
と
今
の
御
台
所
を
迎
ひ
給
ふ
…
…

（巻
二
・
義
顕
卿
名
取
川
菊
御
見
物
の
事
　
非
　
泉
三
郎
忠
衡
養
女

の
事
と

と
し
て
お
り
、
こ
れ
は

『絵
本
平
泉
実
記
』
に
、

「義
経
、
建
礼
門
院
の
御
舟
に
参
り
、
又
平
大
納
言
時
忠
卿
の

女
に
通
じ
、
鎌
倉
に
伺
は
ず
し
て
、
五
位
尉
に
補
任
あ
る
事
、

頼
朝
卿
深
く
憤
り
、
…
…

（巻

一
・
義
経
戦
功
の
事
と

「判
官
殿
功
に
誇
り
朝
廷
を
蔑
に
し
、
勿
体
な
く
も
建
礼
門
院

を
驚
か
し
奉
る
条
、
其
罪
最
甚
し

（巻
三
・
平
泉
一
門
評
議
の
事
江

の
よ
う
に
、
若
干
描
写
は
ほ
か
し
な
が
ら
も
継
承
さ
れ
る
。
な
お
、

『奥
州
征
伐
記
』
の
義
経
は
、
平
泉
に
来
て
か
ら
も
女
癖
の
悪
い
の

は
改
ま
ら
ず
、
泉
二
郎
忠
衡
の
妻
を
も
強
姦
し
て
し
ま
う
と
い
う
、

（７
）

と
ん
で
も
な
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
さ
す
が
に

『絵
本

平
泉
実
記
』
で
は
そ
れ
は
取
ら
ず
、
し
か
し
、
そ
の
妹
浪
の
戸
と
強

引
に
関
係
を
結
ん
で
し
ま
う
と
い
う
形
に
変
え
て
い
る
。

戦
の
一
場
面
で
も
、
事
件
そ
の
も
の
の
み
な
ら
ず
、
表
現
ま
で
も

似
通
う
箇
所
が
あ
る
。
次
に
挙
げ
た
も
の
は
、
奥
州
側
の
樋
爪
五
郎

高
衡
が
、
鎌
倉
勢
の
掲
げ
る
院
宣
の
写
し
を
射
落
と
し
た
時
の
鎌
倉

方
の
反
応
で
あ
る
。

「
二
品
は
彼
矢
を
取
り
寄
せ
見
玉
ふ
に
、
角
筈
に
鷲
の
羽
を
以

矧
た
る
矢
に
て
十
三
束
三
ツ
伏
せ
、
奥
州
の
住
人
樋
爪
五
郎
高

衡
と
記
し
た
り
。
二
品
の
仰
せ
に
是
偏
に
我
叔
父
八
郎
為
朝
の

矢
に
等
し
。
此
矢
に
当
ら
ば
何
者
に
て
も
落
命
す
べ
し
と
仰
せ

け
る

（『奥
州
征
伐
記
』
巻
三
・
鎌
倉
殿
安
津
加
志
に
本
陣
を
居
へ

合
戦
の
事
と

「鎌
倉
勢
こ
れ
を
見
て
あ
な
怖
の
弓
勢
や
。
何
者
か
此
矢
先
に
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か
ゝ
つ
て
命
を
陥
す
ら
ん
と
、
眉
を
揮
て
見

へ
け
れ
ば
、
頼
朝

卿
其
矢
を
取
て
見
給
ふ
に
角
筈
に
鷹
羽
矧
だ
る
矢
、
十
五
束
三

ぶ
せ
に
、
雁
股
は
残
し
、
奥
州
住
人
本
吉
冠
者
高
衡
と
彫
付
た

り
。
鎌
倉
殿
見
給
ひ
、
此
矢
は
我
叔
父
鎮
西
八
郎
為
朝
な
ら
で

は
射
べ
き
者
も
な
し
と
覚

へ
る
に
、
高
衡
社
奇
代
の
者
よ
…
…

翁
絵
本
平
泉
実
記
』
巻
八
・
本
吉
高
衡
梶
原
景
季
弓
勢
之
事
江

『奥
州
征
伐
記
』
の
特
徴
は
、
こ
の
高
衡
を
英
雄
に
作
り
あ
げ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
。
全
体
の
構
成
は
、
鎌
倉
側
の
和
田
義
盛
と
奥
州
側

の
樋
爪
五
郎
高
衡

（他
の
文
献
資
料
で
は
元
吉
冠
者
高
衡
）
と
い
う
両

陣
営
そ
れ
ぞ
れ
の
英
雄
が
、
い
ろ
い
ろ
と
駆
引
き
を
行
い
な
が
ら
戦

う
、
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
る
。
和
国

一
族
を
善
の
側
の
中
心
と
し

て
設
定
す
る
の
は
、
『東
実
記
』
か
ら

『鎌
倉
見
聞
志
』
『英
雄
義
秀

伝
』
の
中
に
お
い
て
徹
底
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
対
置
す

る
も
う

一
人
の
英
雄
を
設
定
し
た
こ
と
が
評
価
で
き
る
箇
所
で
あ
る
。

こ
の
二
人
の
前
で
は
、
義
経
は
も
と
よ
り
、
頼
朝
ま
で
が
や
り
こ
め

ら
れ
て
し
ま
う
小
人
物
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
『東
実
記
』

前
半
部
分
で
は
源
平
の
争
い
が
中
心
と
な
り
、
あ
る
程
度
ま
で
は
読

者
の
頭
の
中
に
あ
る
史
実
を
踏
ま
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
通
俗
軍

書
の
性
格
ゆ
え
、
ど
う
し
て
も
義
盛
の
姿
は
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
ま
だ
歴
史
に
対
す
る
評
釈
と
い
っ
た

一
面
が

目
立

っ
て
も
い
る
。
そ
れ
ら
が
払
拭
さ
れ
て
く
る
の
が

『東
実
記
』

の
後
半
部
分
、
す
な
わ
ち

『奥
州
征
伐
記
』
の
部
分
で
あ
る
。
和
田

義
盛
と
樋
爪
五
郎
高
衡
と
い
う
、
二
極
化
さ
れ
た
英
雄
の
対
決
と
い

う
構
成
は
、
読
者
に
と
っ
て
物
語
の
世
界
に
入
り
込
み
や
す
く
、
楽

し
め
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
０

表
１
で
わ
か
る
よ
う
に
、
『絵
本
平
泉
実
記
』
は
、
奥
州
征
伐
と

い
う
事
件
の
輪
郭
を

『平
泉
実
記
』
の
方
か
ら
借
り
て
い
る
。
し
か

し
、
戦
の
中
身
は

『奥
州
征
伐
記
』
か
ら
の
脱
化
が
多
い
。
こ
れ
は
、

英
雄
と
し
て
の
高
衡
の
姿
を
継
承
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

だ
が
、
残
念
な
が
ら

『絵
本
平
泉
実
記
』
は
成
功
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。
『奥
州
征
伐
記
』
ほ
ど
、
二
極
化
の
構
成
が
徹
底
し
て
い

な
い
た
め
、
少
々
散
漫
な
印
象
を
受
け
て
し
ま
う
。
娯
楽
小
説
と
し

て
は

『奥
州
征
伐
記
』
の
方
が
、
は
る
か
に
優
れ
た
作
品
だ
と
言
え

卜
す
つ
。

〓
一　
お
わ
り
に

『絵
本
平
泉
実
記
』
の
刊
記
に
挙
が
る
書
癖
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
京
都
書
林
　
吉
野
屋
仁
兵
衛

大
坂
書
林
　
河
内
屋
太
助

河
内
屋
長
兵
衛

河
内
屋
茂
兵
衛
」

こ
の
内
、
河
内
屋
太
助
は
、
『鎌
倉
見
聞
志
』
か
ら
の
影
響
作

『絵
本
鎌
倉
新
話
』
や

『星
月
夜
顕
晦
録
』
の
出
版
に
関
わ
る
書
癖
。

ま
た
、
河
内
屋
長
兵
衛
は
同
様
に

『絵
本
和
国
軍
記
』
の
出
版
に
関

わ
っ
て
い
る
。
河
内
屋
太
助
が

『星
月
夜
顕
晦
録
』
に
関
わ
る
の
は
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【表
１
】
平
は

『平
泉
実
記
」
、
奥
は

『奥
州
征
伐
記
』
を
表
す
。

●
は
明
ら
か
な
影
響
関
係
が
見
出
せ
る
箇
所
、
①
は
類
似
箇
所
、

▲
は
部
分
的
な
影
響
箇
所
。

平
　
奥

　

『絵
本
平
泉
実
記
』

巻

一

●

陸
奥
国
国
府
鎮
守
府
之
事

藤
原
秀
衡
家
系
の
事

源
義
経
奥
州
下
向
の
事

源
義
経
戦
功
之
事

義
経
潜
行
之
事

義
経
危
難
を
経
て
再
ぴ
奥
州
へ
下
向
の
事

巻
二義
経
高
館
城
住
居
の
事

判
官
殿
佐
藤
兄
弟
が
子
に
対
面
之
事

秀
衡
入
道
鎌
倉
の
使
者
に
応
対
の
事

鎌
倉
殿
秀
衡
の
動
静
を
探
り
聞
る
事

秀
衡
入
道
重
病
外
国
の
医
を
避
る
事

由
利
八
郎
鎌
倉
に
使
す
る
事

巻
三秀
衡
入
道
課
を
残
す
事

松
田
六
郎
西
城
戸
国
衡
を
説
く
事

平
泉

一
門
評
議
の
事

判
官
殿
衣
川
合
戦
の
事

西
城
戸
太
郎
刺
客
を
用
て
義
経
を
討
と
謀
る
事

巻
四

① O ● ○ ● ①

● ○ ○ ○ ○  O o o ●

▲

○ O ①① ●

▲

0 ● ○

●

安
津
美
藤
九
郎
鎌
倉
江
奔
る
事

平
泉
鎌
倉
請
文
の
事

平
泉
館
軍
儀
の
事

衣
川
合
戦
の
事

杉
目
行
信
大
将
に
代
る
事

巻
五義
経
自
殺
の
事

衣
川
合
戦
勇
士
等
戦
死
の
事

衣
川
落
城
の
事

義
経
島
渡
り
の
説

義
経
の
首
鎌
倉
に
送
る
事

泉
屋
城
合
戦
の
事

泉
二
郎
忠
衡
血
戦
の
事

巻
六泉
屋
城
陥
落
忠
衡
自
殺
の
事

鎌
倉
の
諸
将
奥
州
征
伐
の
得
失
を
論
ず
る
事

北
条
時
政
政
子
前
に
嘱
て
東
奥
征
伐
を
勧
る
事

鎌
倉
勢
奥
州
発
向
の
事

奥
州
方
陣
備
の
事

鎌
倉
殿
宇
都
の
宮
着
陣
の
事

巻
七白
川
表
合
戦
事

金
剛
別
当
が
謀
略
先
陣
の
勢
を
破
る
事

鎌
倉
殿
御
旅
館
の
事

杉
目
砦
陥
落
の
事

石
那
坂
合
戦
の
事
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▲ ●

① O ①

O O ①

①

① O ● ●

佐
藤
継
信
忠
信
が
妻
女
石
那
坂
合
戦
の
事

瀬
上
の
砦
陥
落
の
事

巻
八荒
神
坂
合
戦
の
事

万
努
の
課
仙
北
太
郎
三
浦
工
藤
と
機
関
事

長
野
柏
原
荒
神
坂
を
争
取
事

国
見
峠
合
戦
の
事

金
剛
別
当
勇
戦
の
事

厚
賀
志
砦
陥
落
の
事

本
吉
高
衡
梶
原
景
季
弓
勢
の
事

大
城
戸
合
戦
の
事

巻
九畠
山
和
田
機
に
臨
で
大
城
戸
に
叩
戦
ふ
事

大
城
戸
勢
再
度
夜
討
の
事

高
畠
父
の
讐
を
報
ず
る
事

奈
女
形
砦
合
戦
の
事

宇
田
砦
陥
落
の
事

大
河
が
課
略
千
葉
八
日
を
破
る
事

北
陸
道
寄
手
合
戦
事

高
衡
兵
を
伏
て
寄
手
を
討
事

高
衡
課
略
兵
糧
を
焼
事

二
浦
葛
西
川
村
大
友
抜
懸
の
事

巻
十大
城
戸
落
城
之
事

西
城
戸
国
衡
金
剛
別
当
討
死
の
事

畠
山
和
田
国
衡
が
首
を
論
ず
る
事

① ●

○

○ ○ ○

○
　
○

高
衡
大
城
戸
落
城
に
驚
く
事

高
衡
単
騎
鎌
倉
殿
を
追
ふ
事

村
翁
鎌
倉
殿
を
匿
ふ
事

中
田
城
合
戦
の
事

広
瀬
川
合
戦
吉
岡
小
五
郎
討
死
の
事

巻
十

一

京
女
隠
城
合
戦
乃
事

伊
達
郡
平
定
之
事

根
無
藤
城
合
戦
の
事

岡
太
郎
左
ヱ
門
夫
婦
討
死
の
事

高
婆
之
栗
原
落
城
の
事

平
泉
初
度
合
戦
の
事

鎌
倉
殿
御
障
廻
り
九
人
高
衡
勇
戦
の
事

本
宮
九
郎
反
忠
大
手
曲
輪
焼
討
の
事

巻
十
二
北
条
時
政
抜
懸
の
事

泰
衡
比
内
贄
の
城
に
移
る
事

由
利
八
郎
生
捕
る
ヽ
事

本
音
高
衡
血
戦
の
事

平
泉
城
陥
落
の
事

城
四
郎
鎌
倉
殿
を
恨
事

川
田
乙
部
反
心
泰
衡
を
獄
す
る
事

厨
川
大
高
雀
形
碇
が
関
落
去
の
事

鎌
倉
殿
御
凱
陣
の
事
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文
政
四
年
刊
の
三
編
か
ら
、
ま
た

『絵
本
和
田
軍
記
』
は
文
政
五
年

に
稿
が
成

っ
て
い
る
。
『絵
本
平
泉
実
記
』
の
刊
行
が
前
編
文
政
四

年
、
後
編
同
五
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
鎌
倉
も
の
の
読
本

作
成
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
二
人
の
書
津
の
意
向
が
強
く
表
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
河
内
屋
長
兵
衛
は
文
政
年
間
、
『平
泉

実
記
』
の
版
権
を
持

っ
て
い
る
書
癖
で
も
あ
っ
た
。

『東
実
記
』
翁
奥
州
征
伐
記
』
を
含
め
て
）
や

『鎌
倉
見
聞
志
』

は
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
刊
本
や
写
本
を
も
と
に
作
ら
れ
た
。
そ

（１０
）

し
て
、
書
癖
の
意
図
の
下
、
読
本
や
草
双
紙
の
粉
本
と
な

っ
て
い
っ

た
。
こ
う
し
た
通
俗
軍
書
写
本
は
内
容
的
に
か
な
り
娯
楽
性
が
強
く
、

あ
る
意
味
で
は
か
え

っ
て
近
世
文
学
ら
し
い
文
学
で
あ
る
と
も
言
え

る
。
そ
の
娯
楽
性
ゆ
え
、
ま
た
写
本
で
あ
る
こ
と
も
加
味
さ
れ
て
か
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
対
象
と
な

っ
て
い
な
い
が
、
文
学
史
的
に
は

非
常
に
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（１
）
ヨ
鎌
倉
見
聞
志
』
成
立
ま
で
」
翁
江
戸
文
学
』
１４
、
平
成
７
●
５
）

ヨ
鎌
倉
見
聞
志
』
か
ら
読
本
へ
」
翁
読
本
研
究
』
第
九
輯
、
平
成

７
●
１０
）

「草
双
紙
の
中
の
和
国
合
戦
と
朝
比
奈
」
各
国
文
学
研
究
資
料
館

紀
要
』
２２
、
平
成
８
●
３
）

（２
）
函
館
本
の
み

「あ
づ
ま
じ
つ
き
」
と
振
仮
名
が
振
ら
れ
る
。
他
本

は

「と
う
じ
つ
き
」。

（３
）
「立
耳
軒
」
と
も
。
な
お
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
の
考
察
は
別
稿

を
用
意
し
て
い
る
。

（４
）
『平
泉
町
史
　
史
料
編
二
』
（平
泉
町
史
編
纂
委
員
会
編
。
平
成
５
、

平
泉
町
発
行
、
続
群
書
類
従
完
成
会
発
売
）
に
翻
字
が
載
る
。

（５
）
昭
和
４９
、
風
間
書
房
。

（６
）
他
に

『源
氏

一
統
志
』
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

（７
）
『東
実
記
』
初
編
巻
頭
か
ら
こ
の
記
述
が
見
ら
れ
、
一
貫
し
て
い
る
。

（８
）
龍
児
軒

（当
時
は

「立
耳
軒
し

に
よ
る
作
品

『石
山
軍
鑑
』
で

は
、
本
願
寺
側
の
軍
師
鈴
木
重
幸
と
信
長
側
の
智
臣
秀
吉
と
い
う

二
人
の
英
雄
の
対
決
と
い
う
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
『奥
州
征

伐
記
』
ひ
い
て
は

『東
実
記
』
の
作
者
が
龍
児
軒
で
あ
る
可
能
性

を
よ
り
高
め
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
小
路
薫
氏

「唱
導
か
ら

芸
能
へ
―
―
石
山
合
戦
諄
の
変
遷
―
―
」
各
国
語
と
国
文
学
』
昭

和
６０
。
１．
）
参
照
。

（９
）
ヨ
巡
島
記
』
を
巡
る
鎌
倉
も
の
読
本
の
諸
相
」
全
文
学
研
究
』
８０
、

平
成
６
●
１１
）

（１０
）
『東
実
記
』
を
粉
本
と
す
る
草
双
紙
に
天
保
十
二
年
刊
の
合
巻

『智
勇
兼
備
志
』
（美
図
垣
笑
顔
作
、　
一
勇
斎
国
芳
画
、
蔦
屋
吉
蔵

板
元
）
が
あ
る
。

（補
記
）
本
稿
は
平
成
九
年
度
近
世
文
学
会
春
季
大
会

（秋
田
経
済
法
科

大
学
）
に
お
い
て
の
回
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
資
料
の
閲
覧
等
、

お
世
話
に
な
っ
た
関
係
各
機
関
に
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
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